はじめに

Photocopiable Parworks for Children（コピーして使える子供のためのペアワーク）

この『Photocopiable Parworks for Children』は英語以外の言語を話す子供を教える先生達のためのリソースブックです。６歳から11歳の初心者の学習者を対象としています。この本は、クラスでの副教材としてデザインされていますが、これ一冊だけを使って初級テキストで使われている単語や文型を練習することもできます。

テキストは20のセクションから構成されており、それぞれのセクションは、手順説明（先生用ガイド）、ペアワーク・アクティビティ（AとBの２頁）とフラッシュカードの計４頁から成っています。ペアワーク・アクティビティのページはコピーして生徒に配れるように、またフラッシュカードのページも先生がコピーして使えるようになっています。

ペアワークは、ペアとなる一方の生徒用にキツネのマークが付いているもの（A）、相手の生徒用にネズミのマークが付いているもの（B）とがあります。これらの頁はそれぞれに描かれているもの、描かれていないものが違います。これがインフォメーションギャップ（欠けている情報の穴埋め）です。

収められているほとんどの練習はほんの少し違うだけです。子供達は、往々にして同じ様な練習を何度も繰り返してやってみたがるものです。

what are Pairworks?（ペアワークとは）

ペアワークとは二人の生徒が話すことによって言葉の練習をするアクティビティのことです。この生徒同士に話させることは、会話練習の最大の効果を引き出します。教える側は生徒達がお互いに自由にコミュニケーションしようとしているのを静かに観ているだけでよいのです。

様々な形態のペアワークが言語教育の場では使われています。この本で紹介しているのはインフォメーションギャップ練習です。この練習では、ペアを組んだ生徒は互いに相手が持っている情報を知りません。欠けている情報を得るために言葉を使って質問し、また相手の返す言葉（答え）を聞きとらなければいけません。幼い初心者を対象としたこの本の中の練習では、絵の助けを借りながら簡単な構文を使って簡単な情報交換をすることができるようになっています。情報を相手に伝えるためには、それぞれの生徒は練習した構文を使わなければいけません。また情報を得るためには、それぞれの生徒が使われている構文を（聞いて）理解しなければいけません。

ペアワークは生徒に会話する動機を与えるということがお分かりいただけると思います。ペアワークをしている間、生徒はコミュニケーションをするために実際に英語を使います。一つのアクティビティを終えると、生徒は英語でコミュニケーションできたことを実感するでしょう。また時として、ある生徒にとってはたった一人の相手に対して話すほうが安心な場合もあるようです。

この本のそれぞれのアクティビティには初めと終わりがあります（closed activity と言われる）。終わりがあるアクティビティは、レベルの低い生徒には達成感を与えることができます。

最後に、それぞれのアクティビティの目的はコミュニケーションであることを付け加えたいと思います。こうした言葉の練習に私達が望むのは、それが最終的に文法的な正確さへ結びつくということです。とはいえ、やはり目的の一番目は「やりとり」であり、「文法的な正確さ」は２次的な目的として捉えてよいでしょう。

using Pairworks（ペアワークの使い方）

生徒をペアにします。生徒は自分が担当するキツネかネズミのどちらかのシートだけしか見てはいけません。ペアの生徒が横にならんで座るのではなく、向かい合って座るのが理想的です。これで相手のプリントをカンニングすることが防げますし（インフォメーションギャップは情報を目ではなく耳で聞くことで成り立ちます）、話すときは互いに向き合って話すのが普通だからです。ペアを１,２メートル離して座らせるのも効果があります。こうすると生徒ははっきり聞こえるように話さなければいけません。

the first class（ペアワークをクラスで最初に導入するとき）

ペアワーク練習をはじめてクラスで導入するときは、気を付けて準備してください。最初のペアワークをゆっくりと丁寧にやれば、その後のペアワーク練習の準備が短時間で済みます。

最初にペアワーク練習をするときは、生徒同士ではなく、先生と生徒全員でやってみましょう。生徒全員にネズミ役をやらせて、先生はキツネ役になります。インフォメーションギャップがどのようなものか生徒が理解するまでゆっくりとアクティビティを進めてください。セクション１（6ー9頁）を使うといいでしょう。

アクティビティに必要な単語、表現、文法構文などは前もって教えください。生徒がアクティビティの途中で新しいことを習うのはあまり好ましくありません。ペアワークは、新しい単語や文型を習うためではなく、生徒がすでに習った英語を練習するために使われるべき手段です。

correction and approach（誤りの訂正とアプローチの仕方）

ペアワークは、語学教育における様々なアプローチの多くに対応させて使うことができます。実際のコミュニケーションがクラスでの有効な練習とお考えであれば、ペアワークを取り入れてみてはいかがでしょうか。

ペアワークは、コミュニケーションを図る状況の中で、言葉を練習したり試したりということを子供達にさせることができます。すでにご承知のこととは思いますが、小さい子供達に言葉のルール（例えばbe動詞の人称による変化や名詞の複数形の作り方など）を説明してもあまりよく分かってはもらえません。また、年令が上になれば、そうした直接的な文法説明が助けになることもあります。どの程度直接的な文法の説明をするかは、生徒達がクラス以外の時間にどのくらい英語に接することができるか、レッスンの頻度や長さ、生徒達のその年齢における成熟度など様々な要素に左右されます。

生徒達がペアワークをしている間は、たとえ間違えに気付いてもその場で直すのは控えるのがベストです。誤りの訂正が必要であれば、アクティビティが終わってから行うようにしましょう。ペアワーク中に先生が手を貸さなければいけないのは、二人のやりとりが全く機能しなくなってしまった場合だけです。

この本に収められているアクティビティは、英語のもつ音声的特徴を練習するチャンスを与えてくれます。取り上げられている文型の多くは、full form（例：No, it is not.）あるいはcontracted form（例：No, it's not.又は No, it isn't.）のどちらの型を使っても教えることができます。こういった音声的な特徴をどう指導するかは、クラスを担当される諸先生方にご判断いただきましょう。

flashcard（フラッシュカード）

フラッシュカードは、新しく単語を導入する時と復習する時との両方の場面で使うことができます。また、各セクションの手順説明のページに紹介されているExtensions（応用練習）でも使われます。この応用練習は、そのセクションで取り上げた単語や文型を使って、さらなる言葉の練習ができるようにデザインされています。フラッシュカードは、各セクションの４頁目に配置されてはいますが、そのセクションに必ずしも対応しているわけではなく、いくつかのセクションのペアワーク前の単語導入（と復習）あるいは応用練習で共用して使うカードもあります。フラッシュカードのページをあらかじめ全てコピー、裁断して、各セクションを行うときに必要なカードを選べるようにしておくと便利です。

photocopiable tips（コピーのコツ）

フラッシュカードをコピーする時は、厚めの紙を使うようにします。通常のコピー紙にコピーしてから板目紙に貼るのも一つの手です。こうすることでカードも長持ちしますし、また裏返したときに絵が透けて見えないので、応用練習等に使うのにも適した教材になります

この『Photocopiable Pairworks for Children』を先生用のリソースブックとして諸先生方のお手元に、あるいは各学校や教室の本棚にご用意され、楽しく活用していただければと思っています。

最後になりましたが、この本より複写したものをさらなる複写にご使用されることはご遠慮いただきますようお願いいたします。
